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要旨：近年の高等学校におけるデート DV 防止教育は、DV 被害者支援団体を母体とする
NPO をはじめ、養護教諭等の教員による実践も見られた。授業内容は、DV 被害者支援や















害者への聞き取りで、すでに交際中から DV が始まっていることが認識されている 1。こうし
た状況から、「DV 防止法」施行後まもなく、DV 被害者支援団体等によって、予防のための
若者を対象とした取り組みが始まっていった。
配偶者間の暴力に関する調査研究についても内閣府 2 をはじめ、各自治体 3 や被害者支援団
体等 4 によるものまであり、若い世代にも交際相手からの暴力があることが明らかになって
いる 5。また、デート DV 防止教育の効果に関する調査研究 6 も近年おこなわれている。
ところで、交際中の若いカップルの間に起こる DV を「デート DV」と命名し、広めたの
は DV 被害者支援や加害者更生プログラムを実施している団体であるアウェア（aware）の
山口のり子氏といわれる。山口のり子氏によって 2003 年に『デート DV 防止プログラム実
践者向けワークブック―相手を尊重する関係を作るために』（梨の木舎）が出版されたこと
が契機となり、「デート DV」という言葉が広まった 7。その後、NPO や民間団体等が「デー
ト DV 防止教育」、「デート DV 予防教育」等の名称で活動を広げ、各地の大学・高等学校・
中学校で広まりつつある。










DV 被害者支援活動を行っている NPO 等の多くが参考にしているのは、アウェアの 3 時
間のプログラム 8 である。活動の流れは以下の通りである。














び落とし』」9 ていくことを重視している点である。なお、「『I メッセージ』の I（アイ）は英
語で『私・僕』のこと」で、「I メッセージとはなにかというと、自分の気持ちに焦点を合
わせて、オープンに正直に思いを相手に伝える言い方」10 である。
このアウェアの手法に学び、2004 年「NPO 法人 DV 防止ながさき」11 が活動を開始した。
その後も 2006 年には「デート DV 防止プロジェクト・おかやま」12、2007 年には「NPO 法
人ウィメンズネット・こうべ」13、2008 年に「参画ネットなら」14、その後も管見の限りでは
あるが「NPO エンパワメントかながわ」15、「NPO 法人女性と子どもの性を考える市民ネット
えばの会」16、「NPO 法人 SEAN」17、「NPO 法人ウィメンズネット青森」18 が高等学校へ出張授業
等の活動をしている。
例として、早い段階でデート DV 防止教育に取り組んだ「NPO 法人 DV 防止ながさき」の
出張授業の流れを見てみると、以下のようであった。
























擁護委員の活動の一環として北海道 22（2008 年）と高知県 23 の実践もある。退職した教師に
よる授業実践 24、社会教育主事がコーディネータとなって行政と民間団体と連携した実践 25 も
みられる。
例として、「助産師・養護教諭のチーム・ティーチング」のデート DV の実践を見ていくと、




また鹿児島大学では、2003 年から看護学生によるピア活動 27 によるデート DV 予防教育
が高等学校・中学校で行われている。ここでの「デート DV 予防教育の実際」を見ると、「1）
交際についての危険度チェック」で「自己チェックすることでデート DV につながる危険性
















年に高校 2 年生対象「デートの作法」32 の実践、翌年にも定時制高校 2 年生対象の実践 33 が、
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ない」ことも、「デート DV に陥っていく要因」35 と分析している。そこで「『カップルに大切
なコミュニケーションを考えよう』というテーマを掲げ」、「より良い関係を考えることに重
点をおき」、「暴力とは何かということもはっきり学んで」（デート DV に悩む生徒、DV 家庭
の生徒、同性愛の生徒というような…引用者注）「さまざまな生徒の事情への配慮も」し、「授
業の最後には『相手を尊重する気持ちのよい関係』を皆で共有」36 することを目標にしてい












春期の心身の発達」の中で扱う実践 39、高校 1 年生を対象に「デート DV で恋愛観を考える」
というテーマ 40 での実践がある。
その他の教科での授業実践としては、2007 年に定時制高校 3 年生の「総合的学習の時間」
で行われた実践 41、3 年生で政治経済の「基本的人権の保障」での実践 42 がある。
上記の実践のほとんどは、学校内での生徒の DV 被害・加害を耳にした経験のある教員が、
DV が起こる前に予防したいという思いから授業に至っている。











男性と DV の被害者性・加害者性に関わる点について、例えば「この調査（「デート DV
防止プロジェクト・おかやま」の調査…引用者注）の中で男の子が受けた DV 被害で、有意
差がはっきりしたのは、『勝手に携帯の着信履歴や交友関係をチェックされる』で 12％と割










































避けられなくなる、という状況も多い」という（中田慶子「デート DV 防止教育」（特集 子ども
と思春期の暴力―その現実と対応）―（予防教育）『子どもの心と学校臨床 （8）』2013.2、p.97）。
2　内閣府等の行った調査は、「『女性に対する暴力』に関する調査研究」内閣府男女共同参画局
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<http://www.gender.go.jp/policy/no_violence/e-vaw/chousa/index.html>（2018.11.12 閲 覧 ）
等を参照のこと。
3　例えば、横浜市「デート DV についての意識・実態調査」（2007 年 < http://www.city.
yokohama.lg.jp/seisaku/danjo/chousa/19datedvcyousa/ >2018.11.14 閲覧）、熊本県（2007 年）、
名古屋市（2008 年）等。







7　「アメリカでは『デイティング DV』（Dating DV）と言います。本書では『デート DV』と呼
ぶことにします」（p.4）とある（山口のり子『デート DV 防止プログラム実践者向けワークブッ
ク―相手を尊重する関係を作るために』梨の木舎、2003 年、p.8）。
8　このプログラムについては、「3 時間のプログラムを 1 回でまとめて実施するか、2 回、3 回





11　中田慶子「特別寄稿 デート DV を知っていますか ?―若者たちのデート DV と防止教育につ
いて」（『助産雑誌 61（1）』2007.1、pp.54‒59）、前掲、中田慶子「デート DV 防止教育」『子
どもの心と学校臨床 （8）』（2013.2、pp.95‒105）
12　川崎政宏、長安めぐみ、上村茂仁 [ 他 ]「座談会 デート DV 防止活動の現場から―理解し、
支援の輪を広げるために―（特集 それってデート DV!? 気づきと防止のために）」『セクシュア
リティ（32）』（2007.7、pp.6-15）、長安めぐみ「DV・デート DV （特集 性と生のデータ集（2））」
『セクシュアリティ（42）』（2009.7、pp.58‒63）等。
13　植田由紀子、安東由則「高校生のデート DV に関する実態調査の分析―予防教育活動の実践
から―」『臨床教育学研究 （16）』（2010.3、pp.65-86）、徳永桂子「愛 = 束縛 ? デート DV 防止
にむけて （性教育実践 2010）」『セクシュアリティ（45）』（2010.4、pp.144-153）、ウィメンズネッ
ト・こうべ「デート DV の現状と防止教育 （人権キーワード 2012）―（子ども）」『部落解放 ‒（662）』
（2012.5、pp.82-85）等で、その実践が紹介されている。
14　風味良美、松村徳子（参画ネットなら）「『デート DV 防止・DV 予防教育』出前講座『すて
きな恋をするために～デート DV ってなに ?』に取り組んで」『フェミニストカウンセリング研
究 12』2014、pp.37-41。
15　「NPO エンパワメントかながわ」の直接の実践報告は未見だが、野坂祐子「デート DV の被
害・加害への介入支援」（特集 ドメスティックバイオレンスをどう克服するか）『臨床精神医学 
39（3）』（2010.3、pp.281‒286）に記載あり。






19　前掲、中田慶子「特別寄稿 デート DV を知っていますか ?」、pp.57‒58。
20　前掲、植田、安東「高校生のデート DV に関する実態調査の分析―予防教育活動の実践から
―」、p.81
21　山田富士子、武田和枝、阿部伸子、渡邊早紀「臨床報告 高等学校性教育にデート DV に関
する内容を取り入れた取り組みの報告」『日本性科学会雑誌 30（1・2）』2012.9、p.69。
22　八代眞由美「委員活動 人権啓発教材「デート DV って何 ?―対等な関係を築くために」がで
きるまで」『人権のひろば 16（4）』2013.7、pp.16‒19。
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23　吉川葉子「委員活動 デート DV って何 ?」『人権のひろば 20（4）』2017.7、pp.22‒25。
24　松林三樹夫「高等学校 デート DV を防ぐために―対等な関係をめざして―（性教育実践
2011）『セクシュアリティ（50）』2011-04、pp.74‒83。
25　佐藤郁子「首長部局、奉仕団体、学校教育、社会教育の協働・連携における「高校生から
始めるデート DV 根絶ワークショップ」 （特集 学びの循環をつくる : 学習なくして活躍なし）」『社
会教育 71（4）』社会教育連合会、2016.4、pp.39-45。「国際ソロプチミスト新居浜みなみが新
居浜市との協働事業に提案して採択された」（同 p.39）という。
26　前掲、山田（他）「臨床報告 高等学校性教育にデート DV に関する内容を取り入れた取り組
みの報告」、p.74。なお、「2011 年版『デート DV』に関する内容のシナリオ『相手の携帯を消
す場面』」であった（同）。
27　下敷領須美子「鹿児島大学の男女共同参画 デート DV 予防に向けた「ピア☆ぴあ☆かごしま」
の活動」『鹿児島大学生涯学習教育研究センター年報 （8）』（2011.10、pp.46-56）及び下敷領








矢代幸子「特集Ⅰ（3）学校でのとりくみ① 「デート DV」未然防止へのとりくみ」（特集 性暴
力と教育の課題）『教育 59（12）』（2009.12、pp.33‒40）。
32　甲斐あんな（仮名）「高等学校 性と暴力の問題を考える―デート DV（性教育実践 2006）」『セ
クシュアリティ（25）』2006.4、pp.106-117。この実践の参考文献の中にも山口のり子氏の『デー
ト DV 防止プログラム実践者向けワークブック』が記載されている。
33　杉村直美「「耳をふさぐ」生徒たち（特集 それってデート DV!? 気づきと防止のために）」『セ
クシュアリティ（32）』2007.7、pp.34‒37。










40　小柴架奈子「デート DV の授業で自分について語ろう」（特集 ジェンダー視点で高校教育を
考える）『高校生活指導 （200）』2015、pp.66‒73。









44　長安めぐみ氏の発言。前掲、川崎、長安、上村 [ 他 ]「座談会 デート DV 防止活動の現場か
ら―理解し、支援の輪を広げるために―」、p.10。
45　同上、p.14（長安氏の発言）。
46　内藤朝雄、高橋裕子「格差社会とデート DV （特集 それってデート DV!? 気づきと防止のた








47　高橋裕子「それってデート DV?―こうこうせい、あーいえばこーいう （特集 それってデー
ト DV!? 気づきと防止のために）」『セクシュアリティ（32）』2007.7、p.33。
48　同上、p.28。
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